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宣言には型の宣言,配 列の宣言及び手続きの宣言がある。型の宣言 と配列
あ宣言はオブジ ェク トコードは作 られないが,手 続きの宣言はオブジ ェク ト
コー ドが作 られ る。何の宣言で夢るかは第1シ ラブル と第2シ ラブルで判定
す るこ とがで きる。
型 の 宣 言
real〈名前〉,……,〈名前〉あ るいはinteger〈名前〉,… …,〈名前〉の構
文 になっているか調べ る。名前が 同一 ブ ロック内で二重定義 にな っていない
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か調べ る。 ブ ロック解析表 のZ,S,T,X及 びYの 各 パ ー トに0,BLCの
値,BGCの 値,名 前表 に登録 され てい る番地,及 び 宣 言情報表へのポ イン
タを入れ る。 また宣 言情報表 のD,K,M,A,B,C,ADD各 パ ーtトに0,0,
0,0,(実数の時2,整 数 の時3),0及 びLC(ロ ケーシ ョン カウンタ)の 値
を入れ る6こ のあ とLCを1上 げ,す べての名前 について繰 り返 えす。
配列の宣言"
r●。Iarr。y又はintegerarrayのあ とに 〈名前〉又 は く名前〉,……,〈名
前〉が来 ているか調べ る。更にそ のあ とに[a:b]又 は[a:b,c:d]と来て
い るか調べ る。 ここでaとcは 配列 の下限でbとdは 上限であ る。.a,b,c
及 びdは,
0≦a≦b,
0≦c≦d
の両方 を満足す る整数でなければ な らない。
i,」,kの3つの値 を1次 元,2次 元 に応 じて計算す る。
i・d・-c十1
J・=a×1十C
k==(b-a十1)×i
を計 算す る6(1次 元 の ときはd」c・・Oで計 算す る)
iの値 を定数表 に登録 した番地 をPと す る。配列名は スタ ックされ てい る
ので,popupし て配列名が な くな るまで次 の動作 を繰 り返 えす。配列名 を
ス タ ックか らと り出 し,同 一 ブ ロ ック内で二重定義か調べ る。 ブ ロック解析
表 の各 パマ トには型 の宣 言 と同様に入れ,宣 言情報表 のD,K,M,A,B,C
及 びADDパ ー トに0,(1次 元 の時O,2次 元 の時1),Pの 値,2,(実 数の
9
時2,整 数 の時3)及 び(LC-j)の値 を入れ る。 このあ とLCをkだ け上
、
げ る。 こ の 動 作 を ス タ ッ クに 入 っ て い る名 前 す べ て 繰 り返 え し,次 の シ ラ ブ
ル が,(カ ン マ)の 時 はarrayの あ とか ら上 の 動 作 を 繰 り返 え す と よ い 。
手 続 き の 宣 言
一tproc。dure、re。lpr。cedure又はint gerprocedureのあ と に 名 前(手 続 名)
4ノ
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が来てい るか調べ る。 この名前 が同一 ブロ ック内で二重定義か調べ る。 プ ロ
・ ック解析表 の各パ ー トには型 の宣言 と同様 に入れ ,宣 言情報表のD,K,M,
A,B,C及 びADDパ ー トにO,O,0,3,(0又 は2又 は3),0及 び0を
入れ る。 手続 名を左辺 に もつ代入文が 現 われた らK述 一・トに1を 入れ,仮J
パ ラメータめ解 析後Mパ 』一 トに パ ラメータの 個数 を入れ る。ADDパ ー ト
はPASS-IIでナ ブジxク トコー ド出力中に入れ られ る。 ここで手続 き宣言
の節 魚 を作 り,この節のポインタをスタ。クす 乱
nil手続名
ド
次 のシ ラブルが;(セ ミコロン)の 時は 仮パ ラメータ部 が空であ るので直
ちに手続 き本体の 解析に入 る。;で はな くて(の ときは 仮パ ラメータ部 の
解析 に入 る。
(の 次 の構 文が く名前〉,……,〈名前〉);と なってい るか 調べ,こ れ ら
の名前 をスタ ックす る。 この段階 で ブロックの レr〈ルを1つ 上げ,仮 想 の ブ
ロ ックを作 る。す なわちBLCとBGCを 共に1上 げれば よい。 スタ ックか
ら名前 を と り出 して,ブ ロック解析表 を型の宣言の よ うに作成 し,宣 言情報
表 のD,K,M,A,B,C及 びADDパ ー トに0,0,0,0,0,2及 びFLC
(仮パ ラメータ用の ロケーシ ョソ カウンタ)の 値 を入れ る。FLCとFPC(仮
パ ラメータの個数 を数 えるカ ウンタ)を 共 に1上 げ る。A,B及 びCパ ー ト
、
は規制 の部の解析 中に入れ られ る。 スタ ックされ た名前すべ てについて以上
の動作 を繰 り返 えす。次は値 の部があ れば解 析す る。
value<名前>1… …,〈名前〉;の構文 になっているか 調べ る。vdue指 定
ノ
に なって いる名前が 仮パ ラメータに列挙 され てい るか調べ,二 度 以上v・lue
指定にな っていないか 調べた後で 宣言情報表 のCパ ーtトを3に 変 え る。 次
の規 制 の部は 仮パ ラメータ部が あれば 必ず 書か なければ な らな い ものであ
る。
〈規制詞〉〈名前〉,……,〈名前〉;の 構文 に なってい るか 調べ る。 〈規制
詞〉 はStrin9,irealtinteger,reqtarray又はin eger。rrayのいずれかで あ
る。各名前が仮パ ラメータに列挙 され てい るか 調べ,二 度以上規制 され てい
`
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ないか調べた後で,宣 言情報表 のAとBパ ー トをstningの時Bを1に,
realの時Bを2に,integerの時Bを3に,real。rr。yの時Aを2,Bを
2に,そ してintegerqrrayの時はAを2,Bを3に 変えてや る。 規制 の部
は1つ とは限 らないので注意 を要す る。 手続 きの本体の解析 に入 る前すべ て
の仮 パ ラメータが規制 され たか調べ る必要が ある。
手続 きの本体 の解析は文 の解析ル ーチンを実 行す るだけで よい。 文の解析
ル ーチン実行後は仮想 ブ ロック後処理のため プ ロ.ック後処理 ル ーチ ソを実 行
し,文 の節 のポインタ と節(の ポインタをス タ ックか らpopupし て とり
出し 手続き宣言の節 漂 を作 り・e・節のポインタをス… する1
2.6.5.名札と飛越文の解析
飛越文の行先式はJIs水準3000のALGOLで は名札だけであるか ら構
文解析はとても簡単である。 しか し,飛越文がその飛越文が属す るブロック
より内側のブロックにある名札を指 してはな らないことと,未 定義の名札を
指定できるため(名 札が飛越文より後に宣言される場合 と飛越文の属するブ
ロックより外側のブロックで 宣言される場合),こ の処理が多少複雑 となっ
ている。
飛越文の解析
9。to〈名前〉の構文を調べた後,こ の名前が 同一ブロック内で既定義か
調べ る。
既定義の時は名前が名札 として宣言されているか調べ る。そ して9。t。の
節 璽 を作 り,こ の節 のポイソタを スタ 。クす る.'
名 前nil
未定義の時はひ とまず未定義9.t。の節@を 作 り,この節のポイン
Onil
タ を ス タ ッ クす る。 未 定 義 表 のZ,S,T,X及 びLパ ー トに0,BLCの 値,
BGCの 値,名 前 表 に 登 録 して あ る番 地,未 定 義9。to節 の ポ イ ン タ を 入 れ
る。
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く名前〉:の構文を調べ た後,名 前が 同一 ブ ロックで二重定義か調べ る。 ブ
ロック解析表へ は型 の宣言 と同様 に入れ,宣 言情報表 のD・K・M・A・B・C
及びADDパ ー トにO,O,O,1,0,0,0を入れ る。ADDパ ー トはPASS-II
で オブジ ェク トコー ド出力中に名札 の番地が決定 し,そ の時入れ られ る。
未定義 の ままで この名札を使用 していた飛越文があ るか も知れな いので,
未定義表 のSとXパ 一ートに マ ス クを か け,現BLCの 値 と名前表 の登録番
地 とが等 しい ものを捜 し,そ の未定義表 のLパ ー トは未定義9。t。 節のポ
インタであるの鯖 パー トの示す節 璽 を 璽 セこ変え,等 しい
Onil名 前niI
ものすべ てにつ いて繰 り返えす。 これ以外 の未定 義g。t。節 の処理は前述の
ブ ロック後処理で扱われ てい る。
最後に名札の宣言の節 只 を作 り,この節のポインタをス_す
nil名前
る。
2.6.6.式の 解 析
式 には算術式,比 較式 及び 行先式があ る。 比較式 は条件文 の解 析に,行
先式は 飛越文の 解 析に 含 まれ る。 ここでは 算術式の 解析が 主にな る。 本
ALGOLコ ンパ イ ラは 順位表 を 用 いたbottomup解析 と 七〇pdown解析
を併用 してい る。それで変数 と関数呼 出は各 々の解析ル ーチンで行な ってい
る。+,一,×,/,↑,(,)の 算術作用素(演 算記号)に つ いては左右の
operatorの順位を表 に して,右 のoperatorが左のoperatorより順位が低
い時節 を作 ってい る。
節 を作 る時混合演算を禁 止 してい るので,整 数型 と実数型を区別す るフラ
グを節 に 設 けてい る。 変数名や 手続名は これ らが 属す るブ ロックを含め,
外側 のブ ロ ックで既定義でなければ な らない。 関数呼出の解析 は手続文のそ
れ と同 じであ る。 算術式を表 わす 節の コー ドは 左右 の足 の型 の 違いに よっ
て表5の よ うに 異 なった 値 を入れ てい る。 関数呼 出の パ ラメ 一ータを表 わす
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,(カンマ)も パ ラメータの種類に応 じて異 な った コー ドが入れ られ る。
算術式を解析 した後,ト リーの根 の節を指すポ インタには型を表 わす情報
を入れてお く。
2.6.7.代入文 の解析
:鵠の左辺が変数か手続 名であ るか調べ,型 を記憶 してお く。 右辺 は算術
式解 析ル ー子ンを実行す る。 左辺 と右辺 の型が異 なる時は表5に 従 って:1
の コー ド22を5収 は55に変えてか ら代入文の 節 曾 を作 り,ζの
'右 辺 左辺
節のポ インタをスタ ックす る。
2.6.8.条件文の解析
条件 文は
1.if〈比較式>then〈無条件文>else〈文>
2.if〈比較式>then<繰返文>
13
.if〈比較 式>then〈無条件 文〉
のいずれか の構文を して いるので,FOR-SWITCHを 設 けて,thenのあ と
に繰返文が来た時onに す る。FOR-SWITCHがonな のにelse以下が続
く時 はエ ラー扱 いにす る。条件文 の解析 の中に文の解析が あ るので回帰的サ
ブル ーチ ンとな ってい る。
比較式の解析手順
st。p1・算術式解 析ル ーチソを実行 し,型 を記憶す る。
step2・次 に来 てい るシ ラブルが比較作用 素か調べ てか らスタ ックす る。
step3・算術 式解析 ル ーチソを 実 行 し,5tep1・の算術式の型 と一致 して
い るか調べ る。
step4・スタ ックか ら2つ の算術 式の節 のポインタ及び比較作用素 をpop
　
叩 砒 脚 節 魚 を作り,この節のポィ〃 をスタ・クする.
exlex2
条 件 文 の 解 析 手 順
step1.デ ー タ を ス タ ック し,FOR-SWITCHをoffに す る。
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5曾ep2・最 初 の シ ラ ブ ル がifか 調 べ て ス タ ッ クす る。
step3・ifとthenの間 の 比 較 式 を 解 析 し,'thenをス タ ッ クす る。
step4・thenの次 の 文 がif文 な ら エ ラ ー のstatusを上 げ,for文 な ら
FOR-SWITCHをonに す る。
'step5・ 文 の 解 析 ル ー チ ン を 実 行 す る。
5骨ep6・ス タ ッ クか ら文 の ポ イ ン タ ・ 比 較 式 の 節 の ポ イ シ タ 及 びthenを
P・pupし'C・・h・q)節 轟 を作 り・1この節の ポインタ … 〃 す
るガ
step7・次 の シ ラ ブ ル がelseで な か っ た ら,n叫 を ス タ ッ ク してstep9・
へ 行 く。el5eの時FOR-SWITCHがonか 調 べ,onの 時 エ ラ ー のsta加s
を 上 げ る。
『曾ep8・文 の 解 析 ル 山 チ ン を 実 行 す る。
step9・ス タ ッ クか ら交 の ポ イ ン タ 又 はnil,thenの節 の ポ イ ン タ及 びif
ヒ
を 一 しぴ の節盈
,㎡を作り・この節のポイ〃 を… クす
る?
stepIO・ス タ ッ ク した デ ー タ を 元 に 戻 す 。'
2.6.9,繰返 文 の 解 析
繰 返 女 は
for〈整 数 型 単 純 変 数 〉:==〈算 術 式>5teplunfil〈算 術 式>d。 〈文 〉
の 構 文 を して い る。JIs3000のALGOLで はstepとuntilの間 の 値 は 必 ず
1で な け れ ば な らな く,各 算 術 式 も整 数 型 で な け れ ば な らな い 。 繰 返 文 の 構
文 の 中 に 文 が あ る の で 回 帰 的 ナ ブ ル ー チ ン と な っ て お り,次 の 手 順 で 解 析 さ 』
れ る。 ・
5tep1・デ ー タ を ス タ ックす る。
step2・最 初 の シ ラ ブ ル がforか 調 べ て,ス タ ッ クす る。'
step3・forと:一 の 間 に 整 数 型 の 単 純 変 数 が 来 て い るか 調 べ る。 単 純 変
■
54商 学 討 究 第26巻 第1号
数 と …一 の コ ー ド22を44に 変 え て,こ れ らを ス タ ッ クす る。
step4・算 術 式 解 析 ル ー チ ソ を 実 行 し,整 数 型 で あ るか 調 べ る 。
step5・ス タ ッ クか ら算 術 式 の ポ イ ソ タ,:一 及 び 単 純 変 数 をpopupし
て,,一 の節 貧 を作 り,こ の節 のポ インタをス タ 。クす る.
ex変 数
step6・ 次 に 来 る シ ラ ブ ル がstep,1及 びuntilで あ る か 調 べ て,stepと
untitをス タ ッ ク す る。 ・
step7・ 算 術 式 解 析}v・一一チ ソ を 実 行 し,整 数 型 か 調 べ る。
5雪ep8・ ス タ ッ ク か ら算 術 式 の ポ イ ン タ,until,step及び:一 の 節 の ポ イ
〃 を一 一 の節
(曾 を作り… 節のポイ〃 をスタ・
クす る。
5tep9・次 の シ ラ ブ ル がd。 か 調 べ,文 の 解 析 ル ー チ ソ を 実 行 す る。
step10・ス タ ッ ク か ら 文 の ポ イ ン タ,stepの 節 の ポ イ ン タ 及 びf。rを
P・pupし一C・f…D節8!を 作 り・ この節 のポイン タを スタ ・7-9-6・
5tep'11・ス タ ック したデ ータを元 に戻す。
2.6.10.手続文の解析
手続文は
1.〈手続名>
2.〈手続 名〉(〈実 パ ラメータ〉,……,〈実 パ ラメータ〉)
のいずれ かの構文を してい る。
1の場合は名前 が手続 きと して宣 言 されて いるか調ぺて,ス タ ックす るだ
けで よく,2の 場 合は1の 場合 と同 じよ うに してスタ ック した あ と,実 パ ラ
ゆ
メー タの解析を して,実 パ ラメータの節を作れば よい。実 パ ラメータと仮 パ
ラメー タの対応 に よって表5の よ うに45か ら52まで の値を,(カ ンマ)に
与 え る。 実パ ラメ 一ー・タは記 号 列,算 術 式 及 び配 列 名 のいずれかであ る。第1
パ ラメータの節 の左足 には 手続文 の節)の 右足 と重複 して 手続 名を入れ て
'
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い る。 す な わ ち 手 続 文 がId(P、,P2,…,P。)の 時,こ れ らの 節 は
??
?
?
○/＼
・OId
/＼
OPヅ ・
/＼
IdPl
とな る。
』3,PASS・1巳'
3.1.概 要
PASS-IIの仕事 はPASS-1の出力結果であ る 中間語 の トリーを 機械語 の
オブジ ェク トプ ログラムに変換す る ことであ る。節 の左右 の足 のいず れかが
名前 の時は宣言情報表 を使用す る。本ALGOLコ ンパイ ラは オブジ ェク ト
コー ドの最適化は して いない。 またオ ブジ ェク トコー ドを二次記憶装置に出
力 しないで直接主記憶上に出力 してい る。
図6PASS・II処 理
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PASS-IIの概 略は図6の よ うにな る。翻訳の際,オ ブジ ェク トコー ド主記
憶格納位置を示す ロケーシ ョン カウソタを設 け,Hに は64個 のAR(ア リ
スメテ ィックレジス タ)が あるので 演算 レジス汐 指定 カウンタであ るARC
を設 け て,オ ブジ ェク トコ 一ー…ド作 成 の 際 命令 のARパ ー トにARCの 値 を
蜜
入れ てオ ブジ ェク トプ ログ ラムがいち いち中間結果 を退避 させ ることな く1
つ上 のAR・ で計算で き るよ うに考慮 されてい る。
中間語 の トリーの根の節 のポイ ンタ(1,)はPASS-1からモ ニタエ リアを
介 して引 き渡 され る。
3.2..コー ド餓 エネ レー シ ョ'(
〈名 札 と飛越文〉
飛越文 と名札 の節 はA型 だけであ る。 飛越文 の指 してい る 名札が既定義
か ど うか を 示すために 宣言情報表 のDパ ー トに1を 入れ,Dパ ー トが0で
ない時,名 札 の番地 が決 ってい るとす る。既定義な名札を もつ9。t。節 は名
1札 の宣 言情報表 のADDパ ー トの値 をLと す る と
J,,LF・
と翻訳 され る。 しか し,名 札の番地 が決 っていな い時はひ とまず
Ll:J,,o
と翻訳 してお き,芋 ず る領域 の空 いてい る番地 をL2と す る時,L2番 地 に
Llと 名札の宣言情報表 のADDパ ー トの値 を入れ,宣 言情報表のADDパ
ー トにはL2を 入れ る。
名札の節 の場 合は,オ ブジ ェク トコー ドは 出力 されないが 宣言情報表 の
ADDパ ー トが0の 時は ロケーシ ョソカウソ タの 値 をADDパ ー トに入れ,
Dパ ー トを1に して終 る。
宣言情報表 のADDパ ー トが0で な く,Dパ ー トが0の 時は 芋ず るで 次
の よ うに処理す る。
step1・宣言情報表 のADDパ ー トを と り出 して,こ の値 をRと す る。
st。P2・R番地のM及 びNパ ー トをそれぞれ とP,Qす る。
step3・P番地の番地 部に ロケーシ ョソカ ウンタの値 を入れ る。
へ
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step4・Qの値 をRに 入れ,Rが0で ない時sfep2・へ行1って繰 り返え
す。1
芋ず る処理後,宣 言情報表 のADDパ ー トに ロケ ーシ ョンカ ウンタの値を
入れ,Dパ ー トを1に して終 る。
〈条件支〉
条 件文の トリーは一般 に1
文2th
en
文I
rel.
EX,EX2
の形 を している。本ALG6Lコ シパ イ ラの条件文 の翻訳は
匹 及嚇 等1……①
Ll:JZ,ar,L3… … ②
」(iの 翻 訳i
L2:J,,L4… … ③
L3・11]:c2の翻 調
L4:… … ④
とな る・ 翻 され る順 は2・・4・で も述べた よ うにEX・ ・EX・・ ③ ・文・・
㊥,知 ① の順 に行なわれ る。
① の鰍 は・@がA型 でrex型の時 ,
L,ar,EX1 響
'tS
,ar,EX2'1
で,実 数型の時は 第2命 令 コー ドSをSFと 変え るだけで よ く,以 下B,
C・D型も同様であるので実鯉 は省略する・ ㊥ がB型 の時は
l
arでEX,
の 翻 訳
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S,ar,EX2
となる.@がc型 の時は
凝E撮
訳1
S,ar,EXl
CHG,ar,0
となる.@がD型 の時は
1竺E掬 訳1
{a「+1で指 訳1
S,ar,ar十1
となる.以 上のいずれかに@の 翻 では ② が加わ る.Ll番 地の齢 コ
■…一ドは比較作用素に応 じた ものを入れ,番 地部 のL3は この段階で は未定な
ので,LlをPushdownし てお く。
㊥ の翻 は ③ の ・語である.L3醜 の値eまL2+1で齪 す るので,
ス タ ックか らLlをpopupし て と り出 し,L1番 地 の番地 部にL3を 入れ
る。L2番 地の番地部 のL4は 未定 なので,L2をPushdownし てお く。
① の鍬 では オブジ ェク トコー ドはなし・が 未定だったL4灘 定す る
ので,ス タ ックか らL2をpopupし て と り出 し,L2番 地 の番地 部にL4
を入れ て条件文の トリーは翻訳 し終 る。
〈繰返文〉
繰返文 の トリーは一般 に
EXIISV
の形 を してい る。本ALGOLコ ンパ イ ラの繰返文 の翻訳は
L,ar,EXl
T,ar,ISV
,L1:L,ar,ISV
S,ar,EX2
L2:JP,ar,L3
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}…… ①
?
??????
ー
交 の 翻 訳[
L,ar,ISV
A,ar,DCONE
T,ar,ISV
J,,L1
?
??????
ー
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L3:
となる・縮 される順は2・4・でも述べたようにEX・・θ ・E㌦ ㊥
女,⑤ の順に翻 される.沼
① の翻訳はOがA型 暢 合で・θ がc型 暢 合は
a「でE鞠
訳l
T,ar,ISV
とな り,格 納 命令だけ とな る。 ③ でL1番 地 を 引用す るのでL1をpush
downする。 また ② と ③ でISVを 使用す るので,ISVもPushdownし
てスタ ックに入れ てお く。
② の翻 は ㊥ がB型 の場合で・㊥ がD型 の場aeXEX・が ㊥
に入る前翻 訳 され る.こ の時 ㊥ がD型 であるのでEX・ はa・+1の
ARで 演算 され てい る。ar+1を 使用 した オブジ ェク トコー ドを出力す る。
す なわち
Ll・a「+1で指 訳
S,ar十1,ISV'
L2:JNP,ar十1,L3
60商 学 討 究 第26巻 第1号
とな る。 スタ ックの一番上 をreadす ればISVを と り出せ る。 ③ の処理 が
終 らない とL3番 地 が確定 しないので,L2をpushdownレ てお く。
③ の翻訳ではス タ ックか らL2,ISV,Llをpopupし て と り出 し,ISV,
L1を使用 してオブジ ェク トコー ドを出力 し,L2番 地の番地部 にL3を 入れ
て繰返文の トリーは翻訳 し終 る。
〈代人文〉
代入文の トリーは
曾
EXV
の形 を してい る・ 本ALG6Lコ ン・・イラの代入文 の翻訳は・ θ がA型
の時は
L,ar,EX
T,ar,V
.となる・θ がB型 の時は
厄 でE掬 訳1
T,ar,V
となる・θ がc型 の時は
a「で 鵜
翻訳l
L,ar十1,EX
T,ar十1,ar*
となる・ θ がD型 の時は
arでEX
ひ の 翻 訳
)T'+1齢翻
6
T,ar,ar十1*
となる。 また 型変換が必要な時は,T命 令の前に実数化の時FL命 令を,
整数化の時FIX命 令をつけ加える。
'
'
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〈手 続 き の 宣 言 〉
手 続 き の 宣 言 の ト リーは
農
/＼
nilId
の形 を してい る。本ALGOLコ ンパイラの手続 きの宣言の翻訳 は
L1:TPSC,,L2… … ①
ユ
文 の 翻 訳l
L2:J,,o… … ②
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となる・鰍 される順は ◎ 文 ㊥ である・
① の翻訳ではL2が 未定 のためL1をpushdownす る。 そ してLlの
値 を手続名の宣 言情報表 のADDパ ー トに入れ る。
② で はズタ ックか らL1をpopupし て と り出 し,Ll番 地 の番地部 にL2
を入れる。L2番地の番地部はTPSC命 令が実行された ら入 る。
〆
〈添字付き変数>
1次元の添字付き変数の トリ 一ーは
◎
/＼
IdIEX
の 形 を して い る。 こ の1次 元 の 添 字 付 き 変 数 に 対 して 本ALGOLコ ソ パ イ
ラ め オ ブ ジ 出 ク トは
L,ar,IEX
AL,ar,AI
L,ar,ar*
である.また ・EX(添字式)が単纈 数激 以外の時,すなわち ◎ がC
型の ときは
arでIEX
の 墾 訳
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ノ
AL,ar,AI
L,ar,ar*
となる。AIは配列名の基準番地である。添字計算をARで 行なって,そ の
ARの 内容に基準番地を加えている。ARの 絶対番地に間接番地指定を して
ARに 値をとり出 している。
2次元の添字付き変数の トリーは
/◎ ＼IdO
/＼
IEXIIEX2
の形 を している.○ がA型 の場 合のオブジ ェク トコー ドは
u羅:}一 ①
歪器1}… …②
である.① ② はそれぞれ○,① の節の翻 である。
○ がB型 暢 合は
a「で1腎
翻1
L1:M,ar,MU
A,ar,IEX2
となる.○ がc型 の場合は
1a「でIE撫 訳1
L,ar十1,IEXl
Ll:M,ar+1,MU
A,ar,ar十1
となる・○ がD型 暢 合は
一 匪Ir鵡
訳i
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厘 で講蜀
L1:M,ar,MU
A,ar,ar十1
とな る。① ではMUが 未定 なので・L1をpushdownし てお くゼ ② では
スタ ックか らL1をpopupし て とり出 し,L1番 地 の番地部に宣言情報表
のMパ ー トの 値 を入れ る。AIは 配列名 の宣言情報表 のADDパ ー トの値
(基準番地)で あ る。
〈手続文 と関数呼 出〉
一般に パ ラメータが あ る場合 の手続文 と関数呼 出の トリーは
○/＼
、/○ ＼Id'
OP・
/＼
IdPl
の 形 を して い る。 本ALGOLコ ン パ イ ラ の オ ブ ジ ェ ク トコ ー ドは
巨 の 翻 訳1
匹 の 翻i
… … ①
JpsId… … ②
とな り∴ まじめにP、r…Pnのパ ラメータに対する翻 ① があ り灘 ○
の翻訳 ② がある。
パラメータの翻 では節 ○ の型 と纐 に応 じたガ ジェク トー ドが
出力される.Pl～Pnが葉のとき ○ はA型 かB型 である.こ のとき名前
替 えのオブジ ェク トコー ドは
LL,ar,Pi
T,ar,FPi
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とな り,値 と りの 時 は
L,ar,P¢
T,ar,FP¢
とな る。P、～Pnが ポ インタの時は実パ ラメータは算術式か添字付 き変数で
あ る。 この ときのオブジ ェク トコー ドは
議 藪糠 弓]
T,ar,FP乞
とな る。 こ の と き 添 字 付 き変 数 で 名 前 替 え の 時 は,ロ ケ ー シ ョ ン カ ウ ン タ を
1戻 してL命 令 の 上 にT'命 令 を 重 ね る必 要 が あ る。
パ ラ メ ー タが 配 列 名 の み の と き はl
LL,ar,Pi
T,ar,FPi
L,ar,PM
T,ar,FM・
と翻訳す る。Piは 実パ ラメータの 番地,FP,は 仮パ ラメータの番地,PM
は実 パ ラメータ配列名 の 宣言情報表 のMパ ー ト,FMは 仮パ ラメータの宣'
言情報表 のMパ ー トの値で あ る。
② は手続文 の場合で,関 数呼 出の時はJ命 令 のあ とに1・
L,ar,37700 、8)
の命令がつけ加え られる。
パラメータのない手続文 と関数呼出の翻訳は ② のみとなる。
〈ブロックと文〉
ブ ・ックで作 られる節 ㊥ と ㊥ がD型 以外の ときはnqn・ffect処
理 と し,D.型の時はARCが 増減 しない ようにcontrolするだけであ る。
〈算術式〉
○ だけは徽 呼出扱いとし池 の鰍 節に応じた齢 が出力される.整
数型のときは固定小数点命令が,実数型のときは浮動小数点命令が出力され
㌔
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1
る 。
A型の節 魚 のオブジエ州 ま
PQ
L,ar,P
op,ar,Q
となる。B型のときは
QP,ar,Q..'
と す る だ げ で よ く,C型 の ⑭ と ㊥ に つ い て は
OP,ar,P
と す れ ば よ い 。C型 の θ は'
OP,ar,PF・'
CHG,ar,0
とす る。C型 の ② は1つ 上のARで 演算 してか らARに 入れ る命令を出力
す る。すなわち
匙
L,ar十1,P
OP,qr+1,arl
L,ar,ar十1
とす る。
D型 の ときは番地部がar+1で あるオブジ ェク トにな る。それで
OP,ar,ar十1
と す れ ば よ い 。
㌃
4.実 行 ルtiチ ン
貞
4.1.巾乗 ・関数
巾乗は関数 と同様に組み込みサブルーチソである。演算は精度ゐ問題 もあ
るので倍精度で行なっている。標準関数の うち平方根澄けはニュー トソ法で
求め,他 は多項式近似で求ある。多項式の係数は主に参考文献[7コに よって
いる。関数 ・巾乗の演算結果はAROに 入っている。
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4.2.入 出 力 変 換
入 出 力 変 換 はJIsの 水 準30で 用 意 す べ き も の の ほ か に,inoctalとout-
octalを用 意 して い る。inoctalとoutoctalは本ALGOLコ ン パ イ ラ で8進
数 の 入 出 力 の た め に 特 別 に 設 け た も の で あ る。 ま た,outlinefeed,inline-
feed,outstringは1.3.の入 出 力 管 理 の サ ブ ル ー チ ソ を そ の ま ま使 用 して い
る。
inintegerは入 力 用 のdatabufferか ら数 を1つ 読 み と り,整 数 の と き は
そ の ま ま実 パ ラ メ ー タ に 入 れ,実 数 の と き は 整 数 化 して 実 パ ラ メ ー タ に 入 れ
る 。
inrealは入 力 用 のdatabufferから 数 を1つ 読 み と り,実 数 の と き は そ
梶)まま 入 れ,整 数 の と き は 実 数 化 して 実 パ ラ メ ー タ に 入 れ る。
outintegerは実 パ ラ メ ー タ の 値 を 整 数 型 の フ ォー マ ッ トに 編 集 し,出 力
bufferに詰 め る。
outrealは実 パ ラ メ ■一一タ の 値 を 実 数 型 の フ ォ ー マ ッ トに 編 集 し,出 力
bufferに詰 め る。
実 際 に 出 力bufferの 内 容 がLPに 印 字 さ れ る の は,outlinefeedのサ ブ
ル ー チ ン を 実 行 した と きで あ る が,出 力bufferが120字 に な った 時 は 変 換
ル ー チ ン の 中 で 自動 的 にoutlinefeedのサ ブ ル ー チ ン を 実 行 して い る。
(1975.5.31)
、
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附 録
本ALGOLコ ン パ イ ラ のsymboliccode
-一般 形[label:]operation,[register],[operandコ[*コ
例Ll:L,ar,MMの 内 容 をarに も り て く る.
警L
/
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
T,ar,arノ*
:load
:store
:add
=Sul)tract
:multiply
:divide
:addliteral
:loadliteral
C且G:changesign
FIX.:fix
FL:float
artの表 わ す 番 地 にarの 内 容 を 格 納 す る .
」:unconditionaljump
JZ:jumpifzero
JNz:jup1Pifnon'zero● 、
Jp=jumpifpositive
JNP:jumpifnon-posi七ive
JN:jumpifnegative
JNN:jumpifnon-negative
AF:addfloating,
SF:subtractfloating
MF:multil)lyfloating
DF:dividefloating 'げ
TPSC:storepreviousSCC
、
